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続
く
未
来
に
思
い
馳
せ

県の将来見据える契機
千葉県誕生150周年記念特集

　
木
更
津
県
と
印
旛
県
の
合
併
に
よ
り
１
８
７

３
年
６
月
15
日
に
千
葉
県
が
設
置
さ
れ
て
か

ら
、
間
も
な
く
１
５
０
年
を
迎
え
る
。
県
は
、

こ
の
節
目
を
県
民
の
郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
を

一
層
高
め
、
県
内
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
機
会

と
捉
え
、
６
月
か
ら
２
０
２
４
年
６
月
に
か
け

て
「
千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
記
念
事
業
」
を

展
開
す
る
。
「
県
誕
生
か
ら
１
５
０
年
を
振
り

返
り
、
続
い
て
い
く
未
来
（
１
０
０
年
後
）
に

思
い
を
馳
せ
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
県
な
ら
で

は
の
多
様
な
文
化
資
源
や
魅
力
を
発
信
し
、
千

葉
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
創
出
・
向
上
や
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。
６
月
11
日
に
は
「
千

葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
記
念
行
事
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
」
が
森
の
ホ
ー
ル
21
（
松
戸
市
文

化
会
館
）
、
21
世
紀
の
森
と
広
場
、
松
戸
市
立

博
物
館
で
開
か
れ
る
。
ま
た
、
県
の
主
催
事
業

の
み
な
ら
ず
、
市
町
村
に
お
い
て
も
関
連
事
業

や
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
る
。
県
内
在
住
・
在

勤
者
や
県
内
事
業
者
を
は
じ
め
、
千
葉
県
に
関

わ
る
全
て
の
人
や
団
体
に
と
っ
て
、
県
の
ま
ち

づ
く
り
の
将
来
を
見
据
え
る
契
機
と
し
た
い
。

Index
2面
熊谷知事 150周年の節目を迎えて
露木担当課長就任インタビュー
3面
県庁舎の歴史 振り返る
4面
150周年記念事業始まりの地
松戸市の「戸定邸」と「博物館」
5～7面

「千葉県誕生150周年」に寄せて
８面
県内の土木遺産

都
川
沿
い
か
ら
望
む
県
庁
本
庁
舎

日
刊
建
設
タ
イ
ム
ズ
社
は
「
ち

ば
１
５
０
周
年
記
念
事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
（
第
２
号
）
」
で
す
。 チーバくん
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今
年
は
、
県
が
１
８
７
３
年
６

月
15
日
に
誕
生
し
て
か
ら
１
５
０

周
年
を
迎
え
る
大
き
な
節
目
の
年

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
千
葉
の
豊
か

な
自
然
や
多
様
な
文
化
資
源
を
各

市
町
村
と
連
携
し
て
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
県
は
元
来
、
上
総
・
下

総
・
安
房
の
三
国
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、
三
方
を

海
に
囲
ま
れ
た
広
い
県
土

を
有
し
て
お
り
ま
す
。
県

が
誕
生
し
た
頃
は
人
口
約

１
０
０
万
人
で
、
自
然
豊

と
な
り
ま
す
。

「
県
誕
生
か
ら
１

５
０
年
を
振
り
返

り
、
続
い
て
い
く

未
来
に
思
い
を
馳

せ
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
２
０
２
４
年

６
月
ま
で
の
１
年

間
で
、
１
５
０
周

年
記
念
行
事
や
イ

日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

国
際
展
示
場
（
幕
張
メ
ッ
セ
）
の

オ
ー
プ
ン
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ

ン
お
よ
び
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
開
通
す
る

な
ど
、
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
が

進
み
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
商
工

業
、
農
業
、
水
産
業
な
ど
の
各
分

野
が
全
国
屈
指
の
規
模
を
誇
り
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
産
業
県
に
発

展
し
、
人
口
は
約
６
３
０
万
人
と

か
な
風
土
と
、
江
戸
・
東
京
に
近

接
す
る
と
い
う
地
の
利
を
生
か
し

た
農
業
、
水
産
業
、
醸
造
業
が
盛

ん
で
し
た
。
終
戦
後
は
、
東
京
湾

岸
地
域
に
重
化
学
工
業
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
が
進
出
し
、
日
本
を
代

表
す
る
工
業
地
帯
が
形
成
さ
れ
る

と
と
も
に
、
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
急
成
長
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
成
田
国
際
空
港
の
開
港
、

京
葉
道
路
の
全
線
開
通
、
千
葉
県

約
６
倍
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
県
は
首
都
圏
に
位
置
し

て
お
り
な
が
ら
、
里
山
な
ど
の
豊

か
な
自
然
や
広
い
野
外
空
間
に
恵

ま
れ
て
お
り
、
県
内
各
地
に
は
多

彩
な
文
化
資
源
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

高
ま
り
ま
す
。

　
県
誕
生
１
５
０
周
年
は
、
こ
の

よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
生
か

し
て
、
県
独
自
の
事
業
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
で
、
県
民
の
郷
土
へ

の
愛
着
や
誇
り
を
一
層
高
め
る
と

と
も
に
、
千
葉
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値

を
創
出
・
向
上
さ
せ
、
県
内
外
か

す
。
今
後
は
、
首

都
圏
中
央
連
絡
自

動
車
道
の
全
線
開

通
や
、
第
３
滑
走

路
の
供
用
開
始
を

含
め
た
成
田
国
際

空
港
の
さ
ら
な
る

機
能
強
化
等
に
よ

り
、
そ
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
一
段
と

ら
人
を
呼
び
込
む
絶
好
の
機
会
と

し
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
県
民
の
皆
さ
ま
が
県
の
歴
史
や

文
化
を
再
認
識
し
、
文
化
芸
術
に

触
れ
、
体
験
す
る
き
っ
か
け
を
作

る
こ
と
が
、
続
い
て
い
く
未
来
、

１
０
０
年
後
の
県
を
考
え
る
機
会

と
な
り
、
次
世
代
に
素
晴
ら
し
い

未
来
を
残
せ
る
よ
う
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
１
５

０
周
年
を
契
機
と
し
て
始
ま
っ
た

取
り
組
み
が
、
一
過
性
で
終
わ
ら

ず
、
今
後
も
継
続
的
に
行
わ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
記
念
行

事
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
こ

れ
ま
で
の
１
５
０
周
年
の
歩
み
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
未
来
の

「
千
葉
県
」
に
思
い
を
馳
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

150
周
年
を
迎
え
て　
千
葉
県
知
事　

熊
谷
　
俊
人

千葉県誕生150周年記念特集

市町村記念事業スケジュール（第一次申請分）
市町村 事業名 時期

千葉市

河川やその周辺の文化・歴史など魅力発
信イベント（鹿島川）

23年夏～
24年春

河川やその周辺の文化・歴史など魅力発
信イベント（都川）

23年秋～
24年6月

河川やその周辺の文化・歴史など魅力発
信イベント（花見川） 24年3～4月

銚子市

企画展「千葉の自然再発見～銚子から見
つめるカコ・イマそしてミライへ～」

10月28～
29日

銚子探検隊～海辺のまち・銚子を再発見
しよう～ 24年3月・5月

館山市 関東大震災100年記念事業 7～11月

松戸市

科学・芸術・自然をつなぐ国際フェスティ
バル「科学と芸術の丘2023」 8～10月

市政施行80周年・県誕生150周年記念事
業「松戸花火大会2023」 8月中旬

松戸アートピクニック 11月

野田市
健康スポーツ文化都市宣言記念式典・記
念講演 5月3日

健康スポーツ文化都市宣言記念イベント 23年秋

茂原市 美術企画展「人類への愛・鳩川誠一展～初
公開の遺作と県の風景～」

24年2月14日
～3月24日

佐倉市 （仮称）和田的展 10月28日～
12月24日

旭市 特別展「椿海開拓350周年記念干潟八万
石物語」

11月～
24年6月

習志野市 ラムサール条約登録30周年・県誕生150
周年記念事業「谷津干潟の日」 6月

流山市 流山花火大会 10月

八千代市 第33回県民の日記念コンサートミュー
ジカル「サウンド・オブ・ミュージック」 6月11日

鎌ケ谷市
ニコカマフェス実行委員会 8月17日

鎌ケ谷の小学校152年史（展示） 24年3～5月

浦安市
浦安アートプロジェクト「浦安藝大」・海
外交流プログラム（TURNプロジェクト
連携）

9～10月

四街道市 四街道ふるさとまつりを通じた意識醸成
事業「ふるさと四街道」 8月後半

富里市 県誕生150周年記念事業「末廣農場と岩
崎久彌の想いを継ぐ」 11～12月

香取市

伊能大図展示会 6月

小見川フェスタ 8月

伊能忠敬記念館特別展「描かれた日本～
伊能図焼失100年目の再開～」

9月12日～
11月12日

栄町 県誕生150周年記念事業「過去～現在を
未来につなぐ歴史・文化事業」 11月3～4日

神崎町 第3回神崎発酵マラソン 24年5月後半

多古町

ボリビアコンサート事業「あじさい祭り」 6月11日

多古米グランプリ 10月前半

多古米おかず選手権（決勝） 10月中旬

ボリビアコンサート事業「いきいきフェ
スタ」 11月23日

睦沢町 睦沢ふるさとまつり事業 11月3日

大多喜町 県誕生150周年・姉妹都市協定提携45周
年記念事業「大多喜お城まつり」 10月前半

広域連携（市原市・
袖ケ浦市・木更津市
・君津市・富津市）

（仮称）内房アートフェス前期 11～12月

（仮称）内房アートフェス後期 24年3～5月

大
き
な
節
目
の
年

　�
各
地
で
イ
ベ
ン
ト 

盛
大
に

　
１
日
の
県
の
人
事
異
動
で
、
環
境
生
活
部
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

局
文
化
振
興
課
千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
記
念
事
業
担
当
課
長

に
就
任
し
た
露
木
佳
枝
氏
は
、
記
念
事
業
に
つ
い
て
「
『
１
０

０
年
後
の
未
来
』
を
考
え
る
機
会
に
で
き
れ
ば
」
と
の
思
い
を

語
っ
た
。
ま
た
、
市
町
村
間
や
民
間
企
業
と
の
連
携
な
ど
を
積

極
的
に
働
き
掛
け
る
と
し
、
「
こ
の
よ
う
な
連
携
が
各
地
域
に

残
っ
て
く
れ
れ
ば
幸
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

３
万
人
で
、
う
ち
農
業
従
事
者

が
約
58
万
人
と
半
数
を
超
え
て

い
た
。
当
時
の
職
員
録
に
は
２

６
８
人
の
名
前
が
記
録
さ
れ
て

お
り
、
県
庁
は
庶
務
課
、
租
税

課
、
出
納
課
の
３
課
体
制
だ
っ

た
。
今
で
は
人
口
約
６
３
０
万

人
と
な
り
、
知
事
部
局
だ
け
で

も
約
１
０
０
課
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
成
田
国
際
空
港
が

あ
り
、
羽
田
国
際
空
港
や
Ｊ
Ｒ

東
京
駅
も
近
く
、
利
便
性
が
高

い
。
海
や
里
山
な
ど
、
豊
か
な

自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ
、
海
の

幸
や
お
い
し
い
果
物
も
豊
富

で
、
本
当
に
住
み
や
す
い
県
だ

と
思
う
。

　

―
記
念
事
業
へ
の
思
い
と

役
割
は
。

　

露
木　

こ
れ
ま
で
の
１
５
０

 

―
就
任
に
当
た
っ
て
の
展

望
・
抱
負
は
。

　

露
木　

50
年
に
一
度
の
節
目

と
い
う
こ
と
で
、
め
っ
た
に
携

わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
業
。

大
変
な
重
責
を
感
じ
て
い
る

年
を
振
り
返
り
、
ま
だ
知
ら
れ

て
い
な
い
県
な
ら
で
は
の
多
様

な
文
化
資
源
や
魅
力
を
発
信

し
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
創
出
や

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

市
町
村
に
お
け
る
記
念
事
業
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
総
合
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
小
林
武
史
氏

や
、
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
北

川
フ
ラ
ム
氏
が
見
い
だ
し
た
県

の
可
能
性
や
ア
イ
デ
ア
を
共
有

し
、
調
整
し
て
い
く
。
ま
た
、

１
５
０
周
年
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
民
間
企
業
と
の
連
携
な
ど
も

積
極
的
に
進
め
、
将
来
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

　

―
コ
ン
セ
プ
ト
の
「
東
京

の
隣
接
性
を
意
識
し
つ
つ
、
千

葉
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か

す
」
を
踏
ま
え
、
力
を
入
れ
て

が
、
こ
の
１
年
間
で
何
が
起
き

る
か
、
何
を
起
こ
せ
る
か
、
楽

し
み
で
も
あ
る
。
１
５
０
周
年

を
機
会
と
し
て
市
町
村
間
の
連

携
や
民
間
企
業
と
の
連
携
な
ど

を
積
極
的
に
働
き
掛
け
、
こ
の

よ
う
な
連
携
が
各
地
域
に
残
っ

て
く
れ
れ
ば
幸
い
だ
。

　

―
１
５
０
周
年
を
踏
ま
え

た
県
の
印
象
に
つ
い
て
。

　

露
木　

１
５
０
年
前
に
県
が

誕
生
し
た
頃
の
人
口
は
約
１
０

い
く
主
要
事
業
は
。

　

露
木　

県
の
豊
か
な
自
然
環

境
や
東
京
都
と
の
隣
接
性
を
生

か
し
、
ア
ー
ト
や
映
像
、
音
楽

な
ど
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
た
新
し
い

芸
術
祭
の
開
催
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　

―
１
０
０
年
後
を
見
据
え

た
千
葉
県
の
姿
に
つ
い
て
。

　

露
木
　
未
来
の
子
ど
も
た
ち

に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
、
１

５
０
周
年
記
念
事
業
を
「
１
０

０
年
後
の
未
来
」
を
考
え
る
機

会
に
で
き
れ
ば
、
と
考
え
て
い

る
。
起
業
家
の
前
澤
友
作
氏
が

宇
宙
か
ら
撮
っ
た
美
し
い
県
の

姿
が
、
１
０
０
年
後
も
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
る
。

露木佳枝担当課長就任インタビュー

「
100
年
後
」を
考
え
る
機
会

将
来
へ
つ
な
げ
る
地
域
連
携
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現
在
に
至
る
ま
で
の
１
５
０
年
に
お
い

て
、
県
庁
舎
が
県
史
と
最
も
緊
密
な
公
共

施
設
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
一
方
で
、
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
現
庁
舎
の
老
朽
化
が

目
下
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
県
は
２
０

２
３
年
度
、
県
庁
舎
敷
地
に
あ
る
中
庁

舎
、
南
庁
舎
別
館
、
議
会
棟
の
建
て
替
え

や
大
規
模
改
修
の
必
要
性
に
関
す
る
検
討

に
着
手
す
る
。
さ
ら
に
、
本
庁
舎
、
南
庁

舎
に
つ
い
て
も
、
今
後
10
年
か
ら
20
年
の

間
に
建
て
替
え
や
大
規
模
改
修
の
時
期
を

迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
公
共
施
設
に
お
い

て
、
持
続
可
能
性
、
脱
炭
素
化
、
防
災
拠

点
機
能
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
新
た
な
理
念
や
機
軸
が

求
め
ら
れ
る
中
、
県
の
中
枢
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
。
県
誕
生
１
５
０
周
年
を
機
に
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
て
変
遷
を
繰
り
返
し

て
き
た
県
庁
舎
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
今

後
の
県
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
を

巡
ら
せ
て
ほ
し
い
。

現

中
庁
舎 

総
工
費
約
11
億
円

シ
ェ
ル
構
造
の
議
事
堂
も

主
要
工
事
は
６
分
離

現
本
庁
舎
の
建
設
工
事

永
遠
の
発
展
願
い

現
本
庁
舎　

総
事
業
費
は
約
２
６
８
億
円

県史と最も緊密な公共施設

県庁舎の歴史 振り返る

旧議事堂の内観

千
葉
県
誕
生

木
更
津
県
と
印
旛
県
合
併

　
明
治
政
府
に
よ
る
１
８
７
１
年
７
月
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
房
総
に
あ

っ
た
24
の
藩
は
新
た
に
24
の
県
と
な
り
、
同
年
11
月
に
は
木
更
津
県
、
印

旛
県
、
新
治
県
の
３
県
に
統
合
さ
れ
た
。
73
年
６
月
15
日
に
、
木
更
津
県

と
印
旛
県
が
合
併
し
て
千
葉
県
が
誕
生
。
県
庁
が
千
葉
郡
千
葉
町
（
現
・
千
葉

市
中
央
区
）
に
置
か
れ
た
。
75
年
５
月
７
日
に
は
新
治
県
が
廃
止
さ
れ
、
千
葉

県
の
圏
域
が
ほ
ぼ
定
ま
っ
た
。

初期の県庁舎

県会議事場

　
旧
庁
舎
は
１
９
０
９
年
に
着
工
し
、
11
年
５
月
の
竣
工
。
鉄
骨
レ
ン
ガ

造
り
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約
５
８
３
５
㎡
（
１
７
６
５
坪
）
で
、
明

治
期
の
欧
化
主
義
を
反
映
し
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
風
建
築
だ
っ
た
。
総
工
費

は
約
37
万
円
。
そ
の
後
は
、
経
済
・
社
会
・
行
政
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
大
き
な

変
革
が
生
じ
、
県
の
機
構
が
拡
充
さ
れ
、
人
員
も
増
加
。
第
１
分
館
が
34
年
に

建
築
さ
れ
た
ほ
か
、
機
構
や
人
員
の
増
加
に
応
じ
て
８
棟
の
木
造
庁
舎
が
臨
時

に
建
て
ら
れ
た
。

旧庁舎の外観（後方は現・中庁舎）

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
風
の
旧
庁
舎

鉄
骨
レ
ン
ガ
造
り
２
階
建
て

　
旧
庁
舎
の
分
散
・
老
朽
化
を
解
消
し
、
発
展
途
上
に
あ
る
県
に
ふ
さ
わ

し
い
新
庁
舎
を
建
設
す
る
た
め
、
庁
舎
の
問
題
を
討
議
す
る
会
合
の
第
１

回
が
１
９
５
８
年
４
月
、
県
関
係
者
と
東
京
大
学
の
星
野
教
授
・
坪
井
教

授
を
招
い
て
開
か
れ
た
。
59
年
６
月
に
は
基
本
設
計
を
建
設
工
学
研
究
会
に
依

頼
し
、
60
年
６
月
議
会
に
お
い
て
総
工
費
11
億
１
４
０
０
万
円
を
計
上
。
大
成

建
設
の
施
工
で
10
月
に
着
工
し
、
62
年
８
月
に
竣
工
し
た
。
新
庁
舎
は
現
在
、

中
庁
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
中
庁
舎
は
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
地
下
１
階
地
上
10
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
２
万
３
５
３

２
・
01
㎡
。

現・中庁舎（右）と議事堂

　
ま
た
、
議
事
堂
に
つ
い
て
も
検
討
が

始
ま
り
、
60
年
９
月
に
建
設
工
学
研
究

会
に
基
本
設
計
を
委
託
。
大
成
建
設
の

施
工
で
61
年
３
月
に
着
工
し
、
62
年
８

月
に
竣
工
し
た
。
議
事
堂
は
Ｒ
Ｃ
造
一

部
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
地
下
１
階
地
上
３
階
建

て
、
延
べ
床
面
積
５
５
３
４
・
01
㎡

で
、
独
特
な
シ
ェ
ル
（
貝
殻
）
構
造
の

外
観
を
有
し
て
い
た
。

　
な
お
、
旧
庁
舎
は
、
63
年
12
月
に
解

体
さ
れ
た
。

現

議
会
棟
を
建
設

狭
あ
い
や
設
備
の
不
足
な
ど
を
改
善

　
県
の
文
化
・
産
業
・
経
済
の
発
展
に
伴
い
、
人
口
が
急
増
。
県
議
会
議

員
の
定
数
が
改
選
ご
と
に
増
加
と
な
り
、
議
場
・
控
え
室
の
狭
あ
い
、
委

員
会
室
の
不
足
、
空
調
設
備
の
機
能
低
下
、
テ
レ
ビ
中
継
施
設
な
ど
近
代

的
設
備
の
不
備
か
ら
、
議
事
堂
の
新
築
に
対
す
る
強
い
要
請
が
な
さ
れ
た
。
１

９
７
０
年
９
月
に
は
議
事
堂
建
設
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
新
議
事
堂
（
現

現議会棟

・
議
会
棟
）
に
つ
い
て
、
議
員
１
２
０

人
、
傍
聴
者
２
４
０
人
を
収
容
可
能
と

す
る
な
ど
議
会
運
営
の
万
全
を
期
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
新
議
事
堂
は
カ
ト
ー
設
計
事
務
所
が

設
計
を
手
掛
け
、
大
成
建
設
の
施
工
で

73
年
７
月
に
着
工
。
74
年
11
月
に
竣
工

し
た
。

　
新
議
事
堂
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
地
下
１
階

地
上
９
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
１
万
２

７
９
・
81
㎡
。

現

本
庁
舎
建
設
へ
検
討
開
始

建
設
地
は
旧
議
事
堂
跡
地

　
行
政
機
構
の
拡
充
に
伴
い
、
執
務
室
は
新
庁
舎
、
第
２
庁
舎
（
現
・
南

庁
舎
）
、
旧
議
事
堂
、
新
都
市
ビ
ル
、
亥
鼻
別
館
に
分
散
。
Ｏ
Ａ
機
器
の

導
入
に
よ
り
、
狭
あ
い
化
が
生
じ
て
い
た
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
し
、

県
民
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
充
実
と
執
務
環
境
改
善
を
図
る
た
め
、
新
庁
舎
の
建
設

が
急
務
と
な
っ
た
。
１
９
８
９
年
４
月
１
日
、
県
庁
舎
を
総
合
的
に
整
備
す
る

組
織
が
総
務
部
管
財
課
に
設
置
さ
れ
、
９
月
に
は
総
務
部
長
を
委
員
長
と
す
る

県
庁
新
館
建
設
検
討
委
員
会
が
発
足
。
数
回
の
検
討
を
重
ね
た
後
、
90
年
２
月

20
日
に
沼
田
武
知
事
に
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。
旧
議
事
堂
を
解
体
し
、
跡
地

に
新
館
（
現
・
本
庁
舎
）
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
５
月
に
県
庁
新
館
指
名
設
計
競
技
審
査
委
員
会
を
設
置
。
設
計
競
技
に
係
る

応
募
・
設
計
条
件
お
よ
び
指
名
参
加
者
６
社
に
よ
る
設
計
競
技
と
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　
完
成
予
想
図
な
ど
に
よ
る
指
名
設
計
競
技
を
実
施
し
た
結
果
、
応
募
６
案
の

中
か
ら
松
田
平
田
坂
本
設
計
事
務
所
（
90
年
10
月
に
松
田
平
田
に
社
名
変
更
）

の
応
募
作
品
が
選
定
さ
れ
た
。

　
１
９
９
６
年
１
月
９
日
に
新
館
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
定
礎
式
に
は
、
沼
田
武
知
事
を
は
じ
め
県
関
係
者
、
設
計
・
施
工
監
理

者
、
施
工
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
列
し
た
。
沼
田
知
事
は
式
の
冒
頭
、

「
千
葉
県
庁
本
庁
舎
を
新
築
す
る
に
当
た
り
、
日
本
国
を
は
じ
め
世
界
の
恒
久

の
平
和
と
共
に
本
県
の
永
遠
の
発
展
と
県
民
の
弥
栄
を
冀
求
し
、
こ
こ
に
揺
る

ぎ
な
き
永
世
不
朽
の
礎
石
を
鎮
定
す
る
」
と
、
定
礎
銘
を
読
み
上
げ
た
。

　
新
館
は
Ｓ
造
＋
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
地
下
２
階
地
上
20
階
（
塔
屋
２
階
）
建
て
、
延
べ

床
面
積
３
万
３
４
７
６
・
49
㎡
。
総
事
業
費
は
約
２
６
８
億
円
。

現本庁舎照明設備点灯試験の様子

　
松
田
平
田
に
よ
る
新
館
の
基
本
設
計
は
１
９
９
１
年
３
月
に
完
了
。
そ

の
後
、
91
年
度
に
仮
庁
舎
の
設
計
、
92
年
度
に
仮
庁
舎
の
建
設
、
新
館
の

実
施
設
計
、
旧
議
事
堂
の
解
体
、
93
〜
95
年
度
に
新
館
の
建
設
を
進
め

た
。

　
新
館
の
建
設
工
事
は
、
旧
議
事
堂
地
下
解
体
を
含
む
建
築
、
電
気
設
備
、
給

排
水
衛
生
設
備
、
空
調
設
備
、
昇
降
機
設
備
、
特
別
高
圧
受
変
電
設
備
に
分
離

し
て
発
注
。

　
昇
降
機
メ
ー
カ
ー
８
社
の
う
ち
、
高
層
用
の
昇
降
機
製
造
業
者
は
５
社
、
ま

た
特
別
高
圧
受
変
電
設
備
機
器
類
を
自
社
で
製
作
・
据
え
付
け
で
き
使
用
部
品

類
の
長
期
間
管
理
体
制
が
整
っ
た
業
者
は
重
電
７
社
に
限
ら
れ
た
た
め
、
こ
れ

ら
は
単
独
指
名
方
式
と
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
工
事
は
、
構
成
員
に
県
内
企
業
を

含
む
こ
と
を
条
件
に
、
共
同
企
業
体
方
式
の
指
名
競
争
入
札
を
採
用
し
た
。

　
入
札
前
日
の
93
年
６
月
２
日
に
建
築
工
事
の
談
合
通
報
が
あ
っ
た
た
め
、
設

備
工
事
の
み
、
予
定
通
り
に
入
札
を
執
行
。
建
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
談
合
の

事
実
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
７
日
に
入
札
を
行
っ
た
。

　
各
工
事
の
施
工
者
は
▽
建
築
＝
大
成
・
熊
谷
・
前
田
・
旭
特
定
建
設
工
事
Ｊ

Ｖ
▽
電
気
設
備
＝
関
電
工
・
東
光
・
日
本
電
設
・
橋
本
特
定
建
設
工
事
Ｊ
Ｖ
▽

給
排
水
衛
生
設
備
＝
芝
・
一
管
特
定
建
設
工
事
Ｊ
Ｖ
▽
空
調
設
備
＝
三
機
・
日

立
プ
ラ
・
京
葉
特
定
建
設
工
事
Ｊ
Ｖ
▽
昇
降
機
設
備
＝
三
菱
電
機
東
関
東
支
社

▽
特
別
高
圧
受
変
電
設
備
＝
高
岳
製
作
所
。
工
期
は
、
93
年
７
月
10
日
〜
96
年

１
月
31
日
。

　
関
連
工
事
の
施
工
者
は
▽
外
構
擁
壁
等
基
礎
杭
打
ち
＝
東
扇
ア
サ
ノ
ポ
ー
ル

▽
外
構
（
電
気
設
備
）
＝
橋
本
電
業
社
▽
外
構
（
建
築
）
＝
旭
建
設
▽
外
構

現本庁舎建設の様子

（
衛
生
設
備
）
＝
芝
工
業
▽
電
話
設
備

移
設
＝
日
本
電
信
電
話
関
東
支
社
千
葉

本
部
▽
外
構
（
自
転
車
置
き
場
ほ
か
）

＝
工
藤
建
設
▽
植
栽
＝
幹
樹
園
▽
サ
イ

ン
・
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
取
り
付
け
ほ
か

＝
大
成
・
熊
谷
・
前
田
・
旭
特
定
建
設

工
事
Ｊ
Ｖ
▽
緊
急
情
報
シ
ス
テ
ム
幹
線

ほ
か
整
備
＝
関
電
工
・
東
光
・
日
本
電

設
・
橋
本
特
定
建
設
工
事
Ｊ
Ｖ
▽
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
幹
線
整
備
ほ
か
＝
日
本
電

信
電
話
千
葉
支
店
―
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
工
事
監
理
を
松
田
平
田
が
担

当
し
た
。

現
庁
舎
の
配
置

18711911
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19931996
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１
９
４
３
年
に
県
下
７
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し

た
松
戸
市
は
、
４
月
１
日
に
市
制
施
行
80
周
年
を
迎

え
た
。
６
月
11
日
に
は
、
県
内
の
ホ
ー
ル
で
最
も
収

容
人
数
が
多
い
「
森
の
ホ
ー
ル
21
」
（
文
化
会
館
）

と
、
周
辺
施
設
の
「
21
世
紀
の
森
と
広
場
」
お
よ
び

市
立
博
物
館
で
「
千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
記
念
行

事
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
〜
ち
ば
ら
し
い
は
、
あ

た
ら
し
い
〜
（
仮
）
」
が
開
催
さ
れ
る
。
来
場
者
に

千
葉
県
の
多
様
な
文
化
や
食
な
ど
を
知
っ
て
、
体
験

し
て
、
味
わ
っ
て
も
ら
う
、
参
加
・
体
験
型
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

　
市
域
の
文
化
財
を
見
る
と
、
出
土
品
が
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
幸
田
貝
塚
を
は
じ
め
１
４
０
か
所

を
超
え
る
縄
文
時
代
の
遺
跡
、
戦
国
時
代
の
政
治
拠

点
だ
っ
た
小
金
城
や
根
木
内
城
の
ほ
か
、
２
０
３
４

年
に
建
築
か
ら
１
５
０
年
を
迎
え
る
国
指
定
重
要
文

化
財
の
「
旧
徳
川
家
松
戸
戸
定
邸
」
な
ど
が
存
在
す

る
。
一
方
、
貴
重
で
膨
大
な
資
料
群
を
効
果
的
に
展

示
す
る
た
め
の
博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
、
経
年
劣

化
が
み
ら
れ
る
戸
定
邸
の
根
本
改
修
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
１
８
８
４
年
の
建
設
か
ら
１
４
０
年
近
く
、
保
存
修
理

工
事
の
実
施
か
ら
30
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
経
年
劣
化

が
各
所
で
発
生
。
特
に
近
年
の
短
時
間
雨
量
の
増
大
に
よ

り
雨
漏
り
が
生
じ
、
部
材
の
腐
朽
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

加
え
て
、
こ
れ
ら
の
劣
化
が
も
た
ら
す
耐
震
強
度
の
低
下

　
29
日
に
開
館
30
周
年
を
迎
え
る
市
立
博
物
館
に
つ
い
て

は
、
２
０
３
２
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る
「
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
基
本
目

標
に
「
新
た
な
展
示
空
間
の
創
設
」
や
「
施
設
の
長
寿
命

化
」
な
ど
を
掲
げ
、
新
た
な
展
示
空
間
の
創
設
と
し
て
、

見
て
触
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
松
戸
の
歴
史
・
文
化
の
深
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
「
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
整

備
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
24
年
度
に
設
計
業
務
、
26

年
度
に
整
備
工
事
を
行
い
、
27
年
度
に
供
用
を
開
始
す
る

予
定
だ
。
ま
た
、
老
朽
化
対
策
を
24
〜
32
年
度
に
実
施
。

総
合
展
示
室
天
井
改
修
工
事
と
企
画
展
示
室
展
示
ケ
ー
ス

お
よ
び
ド
ア
改
修
工
事
を
一
括
し
て
進
め
る
ほ
か
、
空
気

調
和
設
備
改
修
工
事
を
行
う
。

流
れ
を
く
ん
だ
明
治
期
上
流
階
級
の
邸
宅
と
し
て
貴
重
な

事
例
で
、
客
間
の
前
に
は
和
洋
折
衷
の
庭
園
が
広
が
り
、

庭
園
史
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
建
造
物
と
さ
れ
る
。
ま

た
、
徳
川
慶
喜
や
大
正
天
皇
が
訪
れ
る
な
ど
華
族
の
交
流

の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
た
。

　
重
要
文
化
財
指
定
の
各
建
物
の
概
要
は
▽
表
座
敷
棟
＝

木
造
平
屋
、
１
７
６
・
83
㎡
▽
中
座
敷
棟
＝
木
造
平
屋
、

56
・
87
㎡
▽
奥
座
敷
棟
＝
木
造
平
屋
、
47
・
93
㎡
▽
離
座

敷
棟
＝
木
造
平
屋
、
60
・
87
㎡
▽
玄
関
棟
＝
木
造
平
屋
、

１
２
９
・
01
㎡
▽
台
所
棟
＝
木
造
平
屋
・
一
部
２
階
、
96

・
01
㎡
▽
湯
殿
＝
木
造
平
屋
、
17
・
79
㎡
▽
内
蔵
＝
土
造

２
階
、
９
・
92
㎡
。

松戸市　市制施行80周年
旧徳川家松戸戸定邸・市立博物館改修

　
旧
徳
川
家
松
戸
戸
定
邸
は
、
水
戸
徳
川
家
11
代
当
主
・

徳
川
昭
武
の
私
邸
と
し
て
１
８
８
４
年
に
建
設
さ
れ
た
。

松
戸
６
４
２
に
所
在
し
、
敷
地
面
積
は
約
２
・
３
ha
。

　
徳
川
昭
武
（
１
８
５
３
〜
１
９
１
０
）
は
、
水
戸
９
代

藩
主
徳
川
斉
昭
の
18
男
で
、
最
後
の
水
戸
藩
主
。
75
年
に

狩
猟
の
た
め
松
戸
を
訪
れ
て
以
後
、
頻
繁
に
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
、
82
年
か
ら
松
戸
に
住
ま
い
の
建
設
を
開
始
。
翌

年
に
水
戸
家
の
家
督
を
譲
り
隠
居
す
る
と
、
84
年
６
月
に

戸
定
邸
へ
移
住
し
た
。

　
１
９
５
１
年
に
松
戸
市
へ
邸
宅
と
敷
地
が
譲
渡
さ
れ
、

公
民
館
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
と
し
て
使
用
。
86
年
２
月

28
日
に
「
旧
徳
川
昭
武
家
別
邸
（
戸
定
館
）
庭
園
」
と
し

て
県
指
定
名
勝
と
な
っ
た
。

　
90
〜
91
年
に
は
、
戸
定
邸
敷
地
を
内
包
す
る
戸
定
が
丘

歴
史
公
園
の
整
備
と
と
も
に
保
存
修
理
工
事
が
実
施
さ

れ
、
同
年
11
月
か
ら
一
般
公
開
を
開
始
。

　
２
０
０
６
年
に
国
指
定
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
、
15

年
に
国
の
名
勝
に
指
定
。
指
定
に
伴
い
、
15
年
か
ら
16
年

に
か
け
て
復
元
工
事
を
実
施
し
、
明
治
期
の
庭
園
の
景
観

を
復
元
。
名
勝
指
定
区
域
の
一
般
公
開
を
開
始
し
た
。

　
建
物
は
木
造
平
屋
一
部
２
階
建
て
、
総
延
べ
床
面
積
７

２
５
・
58
㎡
。
南
に
あ
る
表
座
敷
棟
を
主
た
る
建
築
と
し

て
、
９
棟
の
建
物
を
廊
下
で
つ
な
ぐ
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
下
総
台
地
最
西
端
の
標
高
約
25
ｍ
の
高
台
に
建
て
ら

れ
、
戸
定
が
丘
歴
史
公
園
の
一
部
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い

る
。

　
眼
下
に
江
戸
川
、
遠
く
に
富
士
を
望
み
、
大
名
屋
敷
の 戸定邸外観

市立博物館

各
所
に
経
年
劣
化

修
理
は
34
年
目
安

32
年
度
ま
で
に
博
物
館
改
修

が
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
床
下
部
材
の
腐
朽
に
つ
い
て
速
や
か
に
調
査

を
行
う
。
ま
た
、
離
座
敷
棟
な
ど
に
雨
水
の
影
響
に
よ
る

地
盤
沈
下
が
疑
わ
れ
る
箇
所
が
複
数
確
認
さ
れ
、
雨
樋
と

浸
透
桝
の
機
能
不
全
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保

存
修
理
に
お
い
て
は
排
水
計
画
の
実
施
を
最
優
先
と
す

る
。

　
２
０
１
１
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
、
松
戸
地

域
は
最
大
震
度
５
弱
を
観
測
。
戸
定
邸
に
お
い
て
建
物
の

機
能
不
全
に
つ
な
が
る
重
大
な
被
害
は
発
生
せ
ず
、
緊
急

で
行
っ
た
予
備
診
断
の
際
も
施
設
公
開
に
支
障
と
な
る
被

害
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
般
来
場
者
を
受

け
入
れ
て
い
る
公
開
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
耐
震
診
断

本
調
査
の
速
や
か
な
実
施
と
耐
震
補
強
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
市
は
、
建
築
か
ら
１
５
０
年
を
迎
え
る
34
年
の
完
了
を

目
安
と
し
て
、
根
本
修
理
を
進
め
る
方
針
を
示
し
て
い

る
。
23
年
度
と
24
年
度
は
、
保
存
活
用
計
画
策
定
に
係
る

現
地
調
査
お
よ
び
保
存
活
用
計
画
策
定
支
援
業
務
を
委

託
。
27
〜
30
年
度
に
、
防
火
設
備
の
整
備
、
耐
震
診
断
、

耐
震
化
工
事
の
検
討
と
、
雨
水
浸
透
・
排
水
機
能
不
全
・

地
盤
沈
下
・
床
板
変
形
の
改
善
を
進
め
る
。
ま
た
、
29
年

度
と
30
年
度
に
は
、
徳
川
昭
武
が
住
ま
い
と
し
て
い
た
時

期
の
状
態
へ
復
元
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
す
る
。

　
市
立
博
物
館
は
、
千
駄
堀
６
７
１
の
敷
地
面
積
７
７
９

５
・
81
㎡
に
所
在
。
建
物
は
、
Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｓ
造
地
下
１

階
地
上
２
階
建
て
、
建
築
面
積
２
７
０
９
・
92
㎡
、
延
べ

床
面
積
５
４
４
６
・
73
㎡
、
高
さ
14
・
４
ｍ
。
市
制
施
行

50
周
年
を
記
念
し
、
１
９
９
３
年
４
月
に
開
館
し
た
。
95

年
に
は
登
録
博
物
館
（
歴
史
）
の
認
可
を
受
け
て
い
る
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
当
た
っ
て
の
課
題
と
し
て
▽
可
変
的

な
展
示
室
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
▽
子
育
て
世
代
や
中
高
生

・
大
学
生
の
単
独
利
用
促
進
▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
市
内
外

の
み
な
ら
ず
幅
広
い
利
用
者
を
意
識
し
た
情
報
発
信
▽
千

駄
堀
地
区
文
化
交
流
拠
点
の
さ
ら
な
る
活
性
化
▽
施
設
全

体
の
計
画
的
な
修
繕
▽
新
た
な
資
料
収
蔵
空
間
の
模
索

―
を
挙
げ
て
い
る
。

　
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
こ
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
興

味
に
応
じ
て
自
発
的
で
主
体
的
な
学
び
を
深
め
ら
れ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

の
無
料
ゾ
ー
ン
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
誰
で
も
気
軽
に
入

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　
主
題
展
示
室
２
１
５
・
09
㎡
に
は
、
可
変
性
を
持
つ
展

示
空
間
を
創
設
す
る
。
設
備
・
什
器
の
見
直
し
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
視
野
に
入
れ
、
新
収
蔵
資
料
の
公
開
や
企
画
展

示
を
先
取
り
し
た
展
示
会
な
ど
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
総

合
展
示
室
内
に
も
可
変
性
を
持
つ
展
示
ケ
ー
ス
な
ど
を
増

設
し
、
通
史
展
示
に
お
け
る
各
時
代
の
新
た
な
研
究
成
果

の
発
信
や
関
連
す
る
収
蔵
資
料
を
公
開
す
る
ほ
か
、
定
期

的
な
入
れ
替
え
を
行
う
。

　
総
合
展
示
室
８
７
３
・
４
㎡
に
関
し
て
も
、
可
変
性
を

持
つ
展
示
ケ
ー
ス
な
ど
を
増
設
す
る
ほ
か
、
車
い
す
利
用

者
が
見
や
す
い
よ
う
に
展
示
台
ケ
ー
ス
の
形
状
を
変
更
す

る
な
ど
、
展
示
資
料
や
模
型
を
よ
く
観
察
で
き
る
空
間
を

目
指
す
。

　
施
設
の
長
寿
命
化
に
際
し
て
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
デ

ザ
イ
ン
の
導
入
、
ア
ク
セ
ス
の
改
善
を
図
る
。
誰
も
が
ス

ト
レ
ス
な
く
立
ち
寄
り
、
展
示
を
観
覧
し
、
事
業
に
参
加

で
き
る
空
間
構
成
、
計
画
的
な
建
築
お
よ
び
機
械
・
電
気

設
備
の
修
繕
、
災
害
に
備
え
た
建
物
の
機
能
強
化
、
駐
車

場
環
境
の
整
備
、
主
要
駅
（
八
柱
駅
、
新
八
柱
駅
、
新
松

戸
駅
）
か
ら
博
物
館
ま
で
適
切
に
誘
導
す
る
た
め
の
看
板

や
案
内
板
の
充
実
を
図
る
。
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「千葉県誕生150周年」に寄せて

　
建
設
業
の
中
で
も
箱
物
と
言
わ

れ
る
「
建
築
」
は
、
担
う
工
種
の

す
そ
野
が
広
い
。
管
工
事
業
に
お

い
て
は
給
水
、
排
水
、
給
湯
、
消

火
、
冷
暖
房
、
換
気
、
保
温
や
機

器
の
設
置
な
ど
多
様
な
工
種
が
あ

り
ま
す
。

　
半
世
紀
前
、
管
工
事
業
で
も
建

築
関
連
で
は
、
配
管
材
が
重
く
加

工
も
特
殊
で
し
た
。
こ
れ
を
建
物

の
天
井
内
に
配
管
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
頭
上
に
配
管
を
持
ち
上

げ
て
吊
り
金
具
で
吊
り
、
施
工
図

に
基
づ
い
て
配
管
し
て
い
き
ま

す
。

　
そ
れ
が
現
在
で
は
、
管
材
の
軽

量
化
や
ユ
ニ
ッ
ト
化
が
進
み
、
い

わ
ゆ
る
３
Ｋ
か
ら
の
改
良
が
日
々

進
ん
で
い
ま
す
。

　
建
物
は
工
事
分
野
が
、
大
き
く

「
建
築
」
「
電
気
設
備
」
「
機
械

設
備
」
の
３
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
「
機
械
設
備
」
を
扱
う

の
が
管
工
事
業
で
す
。

　
工
事
現
場
は
朝
８
時
か
ら
始
ま

り
ま
す
の
で
、
や
は
り
長
時
間
労

働
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
が
、
国
が

進
め
る
「
働
き
方
改
革
」
に
よ
り

労
働
時
間
も
制
限
が
か
か
る
よ
う

に
な
り
、
週
休
二
日
制
も
確
実
に

広
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
管
工
事
業
に
携
わ
る
メ
リ
ッ
ト

は
、
①
配
管
施
工
の
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
が
身
に
つ
く
こ
と
②
完
成
時

の
達
成
感
が
あ
る
こ
と
③
工
事
が

絶
え
る
こ
と
が
な
い
―
の
３
点

で
す
。

　
①
の
技
術
云
々
は
、
多
種
な
配

管
材
で
の
施
工
技
術
で
す
。
②
の

完
成
時
の
達
成
感
は
、
建
設
業
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
が
工
程
表

に
よ
り
施
工
し
ま
す
が
、
施
設
の

使
用
を
始
め
る
際
に
自
然
と
わ
い

て
く
る
気
持
ち
で
す
。

　
③
の
「
工
事
が
絶
え
る
こ
と
が

な
い
」
で
す
が
、
建
物
の
寿
命
が

60
年
と
し
ま
す
と
、
機
器
類
は
20

〜
30
年
が
耐
用
年
数
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
建
物
寿
命
が
つ

き
る
ま
で
最
低
１
回
は
全
面
更
新

が
必
要
と
な
る
こ
と
や
、
学
校
ト

イ
レ
の
洋
風
化
な
ど
最
新
設
備
へ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
意
欲
が
高
い
業

種
な
の
で
す
。

　
管
工
事
業
を
担
う
立
場
か
ら

「
水
や
空
気
を
扱
う
業
種
は
未
来

永
劫
に
存
在
す
る
」
と
感
じ
て
い

ま
す
。
管
工
事
業
の
紹
介
で
、
県

内
の
中
学
校
な
ど
で
授
業
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
際
に
、
こ
の
感
じ
て
い

る
事
を
何
気
な
く
話
し
た
と
こ
ろ

「
将
来
の
職
業
選
択
に
新
し
い
見

方
が
で
き
た
」
と
、
多
数
の
生
徒

さ
ん
か
ら
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
感
想
に
驚
く
と
と
も
に
、
管
工

事
業
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

水
も
空
気
も
扱
う
業
種

建
築
支
え
る
管
工
事
業

　（
一
社
）千
葉
県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
　
会
長
　
鈴
木　

賢
治

　
千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
、
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
千
葉
県
は
首
都
東
京
に
隣
接
し

て
い
る
利
便
性
に
加
え
、
温
暖
で

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
な

ど
、
多
大
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘

め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
環
境
を
十

分
に
生
か
し
、
農
業
、
工
業
、
商

業
な
ど
の
多
彩
な
産
業
が
発
展
し

た
こ
と
で
、
今
日
に
至
る
ま
で
発

展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
に
貢
献
さ
れ
た

す
べ
て
の
先
達
の
皆
様
や
関
係
者

に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
私
ど
も
千
葉
県
電
業
協
会
で

は
、
こ
の
１
５
０
年
と
い
う
節
目

の
年
に
あ
た
り
、
「
先
見
性
を
持

ち
、
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
力
を

発
揮
し
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
す
る
」
を
使
命
と
し
て
再
認
識

い
た
し
ま
し
た
。

　
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、

令
和
元
年
に
発
生
し
た
台
風
15
号

に
お
け
る
千
葉
県
内
で
の
被
害
が

著
し
く
、
そ
の
影
響
は
今
で
も
続

い
て
い
ま
す
。

　
当
協
会
は
、
千
葉
県
と
防
災
協

定
を
締
結
し
、
災
害
時
に
は
協
会

会
員
１
１
０
社
で
、
生
活
の
基
盤

を
担
う
電
気
設
備
の
素
早
い
復
旧

に
向
け
て
、
自
主
的
に
パ
ト
ロ
ー

ル
や
緊
急
復
旧
工
事
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
電
気
設
備
工
事
や

設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
通
じ
、

２
０
０
周
年
、
３
０
０
周
年
の
未

来
に
向
け
、
県
民
へ
の
安
全
・
安

心
の
提
供
や
、
地
域
社
会
へ
の
貢

献
を
改
め
て
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
電
気
設
備
工
事
業
界
に

お
い
て
は
、
環
境
問
題
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
の
解
決
に
向
け
た
社
会

的
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、
太

陽
光
発
電
、
風
力
発
電
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
、
多
数
の
新
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
技
術
が
進
化
し
て
い
ま

す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
業
界
に

と
っ
て
令
和
と
い
う
時
代
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
役
割
と
責
任
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
自
覚
し
て
お
り

ま
す
。

　
し
か
し
、
慢
性
化
す
る
担
い
手

不
足
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
私
ど
も
で
は
、
電
気
設

備
業
界
へ
の
入
職
者
を
増
や
す
た

め
、
小
中
学
校
へ
の
出
前
授
業
や

県
立
工
業
高
校
の
技
術
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
員
派
遣
、
地
域
の
電
気

技
術
者
へ
の
資
格
取
得
に
向
け
た

講
習
会
、
新
技
術
の
研
修
会
の
開

催
な
ど
、
課
題
解
消
に
向
け
た
多

く
の
取
り
組
み
を
企
画
し
、
毎

年
、
県
内
各
地
で
実
施
し
て
参
り

ま
し
た
。

　
現
在
、
私
ど
も
の
業
界
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、

為
替
の
急
激
な
変
動
、
少
子
高
齢

化
社
会
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
複

雑
な
社
会
課
題
が
存
在
し
て
お
り

ま
す
が
、
技
術
力
の
向
上
や
環
境

問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
一
層

強
化
さ
せ
、
千
葉
県
及
び
県
民
の

皆
様
に
安
全
・
安
心
を
提
供
す
る

責
任
を
全
う
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

安
全
・
安
心
を
提
供
し

地
域
社
会
発
展
に
貢
献

　
（
一
社
）千
葉
県
電
業
協
会
　
会
長
　
細
矢　

充

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
は

「
労
働
災
害
防
止
団
体
法
」
に
基

づ
き
、
昭
和
39
年
（
１
９
６
４

年
）
に
建
設
業
に
お
け
る
労
働
災

害
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
た
団
体
で
す
。

　
全
国
47
都
道
府
県
に
支
部
を
置

き
、
さ
ら
に
支
部
の
下
部
組
織
と

し
て
分
会
が
全
国
で
５
１
０
分
会

置
か
れ
て
お
り
ま
す
。
会
員
数
は

全
国
で
４
万
８
１
４
１
事
業
場
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
千
葉
県
支
部
は
、
昭
和
40
年
に

千
葉
県
建
設
業
協
会
員
が
主
体
と

な
っ
て
設
立
さ
れ
、
会
員
数
は
県

下
10
分
会
に
２
０
４
２
事
業
場
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
千
葉
県
支
部
の
設
立
直
後
の
昭

和
40
年
代
は
、
高
度
経
済
成
長
期

の
真
っ
只
中
に
あ
り
、
首
都
圏
に

隣
接
す
る
千
葉
県
で
も
建
設
工
事

量
は
右
肩
上
が
り
で
増
加
す
る

中
、
建
設
業
に
お
け
る
死
亡
災
害

は
年
間
１
０
０
件
を
超
え
る
年
が

続
き
、
全
産
業
の
死
亡
災
害
の
ほ

ぼ
半
数
に
及
ん
で
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
会
員
各
位
の
自
主
的

な
安
全
管
理
活
動
の
不
断
の
努
力

や
関
係
行
政
機
関
等
の
長
年
に
わ

た
る
ご
指
導
、
ご
協
力
に
よ
り
昨

年
、
一
昨
年
と
１
桁
台
の
発
生
件

数
に
ま
で
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
、
全
産
業
に
占
め
る
割
合
も
３

割
程
度
に
収
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
昭
和
40
年
代
の

死
亡
災
害
多
発
期
か
ら
50
年
余
を

経
過
し
、
県
内
建
設
業
に
お
け
る

死
亡
・
重
篤
災
害
の
発
生
件
数
は

大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
現
在

で
も
、
他
業
種
と
比
べ
ま
し
て
依

然
と
し
て
発
生
件
数
の
多
い
労
働

災
害
多
発
業
種
と
な
っ
て
お
り
、

労
働
行
政
当
局
か
ら
も
引
き
続
き

重
点
業
種
に
指
定
さ
れ
、
特
別
な

ご
指
導
を
お
受
け
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
建
災
防
千
葉
県
支
部
と
し
ま
し

て
も
、
建
設
業
で
働
く
人
々
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
今
後
と
も
労
働
災
害
の
絶
滅

に
向
け
、
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
ら
、
台

風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
な

被
害
が
千
葉
県
内
で
も
発
生
し
て

お
り
、
被
災
地
域
で
の
迅
速
な
道

路
の
啓
開
や
復
旧
・
復
興
工
事
、

あ
る
い
は
防
災
・
減
災
の
た
め
の

工
事
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
点
検
・

整
備
な
ど
、
建
設
業
の
担
う
役
割

は
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
基
幹
産
業
と
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
建
設
事
業
場
の
安
全
衛
生

水
準
を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
、
誰

も
が
誇
り
を
持
っ
て
安
心
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
い
う
、
社
会
的
責
務

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
建
災

防
千
葉
県
支
部
が
推
進
す
る
労
働

災
害
防
止
活
動
に
対
す
る
期
待
は

大
き
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
今
後
と
も
建
設
業
に
お
け
る

労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
支

部
・
分
会
及
び
全
て
の
会
員
が
一

丸
と
な
っ
て
、
当
協
会
の
使
命
を

果
た
す
べ
く
努
力
を
続
け
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

労
災
防
止
活
動
の
期
待

使
命
果
た
す
べ
く
努
力

　
建
災
防
千
葉
県
支
部
　
支
部
長
　
前
田　

泰
弘

　
千
葉
県
の
誕
生
か
ら
、
本
年
で

１
５
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
県
は
大
洋
に
突
き
出
し
た
房

総
半
島
を
中
心
に
、
河
川
を
県
境

と
す
る
な
ど
、
島
の
ご
と
く
四
方

を
水
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ゆ
え
、
県
誕
生
以
前
の
古
く
か

ら
、
先
人
は
台
風
や
河
川
の
氾
濫

な
ど
の
自
然
災
害
に
憂
慮
す
る
一

方
、
農
業
用
水
や
生
活
用
水
の
確

保
な
ど
、
水
と
の
戦
い
に
明
け
暮

れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
利
用
し

て
き
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
ま
で
は
、
現
在
の
我

孫
子
市
付
近
や
印
旛
沼
ま
で
海
水

が
入
り
込
み
、
利
根
川
は
東
京
湾

に
流
れ
込
ん
で
い
た
と
聞
き
ま

す
。

　
こ
れ
ら
を
江
戸
幕
府
の
老
中
・

田
沼
意
次
や
、
郷
土
の
偉
人
と
し

て
知
ら
れ
る
染
谷
源
右
衛
門
を
は

じ
め
と
す
る
先
人
が
、
干
拓
や
流

路
を
変
更
す
る
と
い
う
世
紀
の
大

事
業
に
挑
み
続
け
た
結
果
、
現
在

の
よ
う
な
住
み
よ
い
県
土
と
な
っ

た
の
は
土
木
建
設
業
の
力
で
あ

り
、
当
時
は
重
機
も
何
も
な
く
、

ま
さ
に
人
力
に
よ
る
そ
の
労
苦

は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
も
の

と
想
像
で
き
ま
す
。

　
加
え
て
、
湿
地
帯
が
広
が
り
、

東
京
（
江
戸
）
の
中
心
部
か
ら
陸

路
で
は
出
入
り
が
難
し
か
っ
た
と

さ
れ
る
本
県
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
、

道
路
が
整
備
さ
れ
、
隣
接
地
は
当

た
り
前
の
よ
う
に
多
く
の
人
が
暮

ら
す
大
都
市
に
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
も
土

木
の
な
せ
る
業（
わ
ざ
）で
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
後
継
者
た
る
、
我
々
地
域

建
設
業
者
で
構
成
す
る（
一
社
）千

葉
県
建
設
業
協
会
の
会
員
は
、
そ

の
尊
い
意
志
を
引
き
継
ぎ
、
県
民

の
快
適
な
生
活
確
保
の
た
め
、
今

な
お
氾
濫
・
洪
水
な
ど
で
県
民
の

生
命
や
財
産
を
奪
う
災
害
を
防
ぐ

べ
く
、
海
岸
や
河
川
の
護
岸
工
事

及
び
し
ゅ
ん
せ
つ
な
ど
に
、
日
々

額
に
汗
し
て
お
り
ま
す
。

　
近
年
、
全
国
で
記
録
的
な
自
然

災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
県
内
に

お
い
て
も
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
よ

る
浸
水
や
停
電
、
道
路
閉
塞
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
が
、
県
と
災
害

協
定
を
結
ぶ
当
協
会
は
、
昼
夜
を

問
わ
な
い
対
応
に
向
け
て
、
１
５

０
周
年
を
機
に
、
一
層
体
制
を
整

え
、
県
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

た
め
、
そ
の
思
い
を
新
た
に
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

先
人
が
拓
い
た
県
土
と

尊
い
意
志
を
引
き
継
ぐ

　
（
一
社
）千
葉
県
建
設
業
協
会
　
会
長
　
髙
橋　

順
一 
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「千葉県誕生150周年」に寄せて

　
千
葉
県
が
誕
生
し
て
、
今
年
の

６
月
で
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す

こ
と
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
千
葉
県
成
立
の
歴
史
で
は
、
明

治
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
ま
ず
印

旛
県
・
木
更
津
県
・
新
治
県
の
３

県
の
成
立
の
の
ち
、
印
旛
県
と
木

更
津
県
が
合
併
し
て
明
治
６
年
に

千
葉
県
が
成
立
し
た
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
の
下
総
・
上
総
・
安
房
の

そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
あ
る
豊
か
で
多

様
な
各
地
域
が
、
一
つ
の
県
に
融

合
し
た
記
念
す
べ
き
年
か
ら
１
５

０
年
の
節
目
を
迎
え
、県
で
は「
県

誕
生
か
ら
１
５
０
周
年
を
振
り
返

り
、
続
い
て
い
く
未
来
（
１
０
０

年
後
）
に
思
い
を
馳
せ
る
」
を
テ

ー
マ
に
、
様
々
な
事
業
を
展
開
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
明
治
６
年
と
い
う
年
は
、
近
代

日
本
資
本
主
義
の
父
と
呼
ば
れ
た

渋
沢
栄
一
が
、
日
本
最
初
の
株
式

会
社
（
株
式
会
社
第
一
国
立
銀

行
）
を
創
設
し
た
年
で
も
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
我
々
中

小
企
業
に
と
っ
て
も
、
今
年
は
非

常
に
意
義
の
あ
る
節
目
の
年
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
節
目
の
年
に
お
い
て
、
我

々
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

「
高
齢
化
の
進
展
・
人
口
減
少
」

「
地
球
温
暖
化
」
「
国
際
情
勢
の

不
安
定
化
」
と
い
っ
た
大
き
な
課

題
に
囲
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
将
来
の
持
続
的
な
経
営
基
盤
の

構
築
に
努
め
な
が
ら
、
後
継
者
の

確
保
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
、
社

会
保
険
料
の
負
担
増
、
働
き
方
改

革
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
消
費
税
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
導
入
等
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
私
ど
も
千
葉
県
官
公

需
適
格
組
合
受
注
促
進
協
議
会

は
、
こ
の
よ
う
な
中
小
企
業
の
課

題
を
克
服
し
な
が
ら
、
官
公
需
受

注
の
促
進
・
円
滑
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
県
内
の
官
公
需

適
格
組
合
21
組
合
・
一
般
組
合
１

組
合
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
本
協
議
会
で
は
、
原
料
・
資
材

不
足
に
よ
る
仕
入
原
価
の
上
昇
や

近
年
多
発
し
て
い
る
自
然
災
害
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
の
先
を
見
通

せ
な
い
状
況
に
お
い
て
も
、
官
公

需
に
よ
る
安
定
し
た
受
注
獲
得
を

図
る
べ
く
、
発
注
機
関
等
へ
の
陳

情
、
会
員
へ
の
情
報
提
供
、
あ
る

い
は
講
習
会
・
交
流
会
等
を
通
じ

て
会
員
の
受
注
能
力
向
上
に
向
け

て
研
鑽
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
と
り
わ
け
今
後
は
、
千
葉
県
経

済
の
１
０
０
年
後
の
未
来
を
見
据

え
る
意
味
で
も
、
新
た
な
需
要
創

出
が
期
待
さ
れ
る
脱
炭
素
社
会
実

現
に
関
わ
る
分
野
や
、
官
公
需
適

格
組
合
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
、
デ

ジ
タ
ル
化
、
災
害
対
策
等
の
分
野

の
開
拓
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
引
き
続
き
ご
支
援

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

100
年
後
の
未
来
見
据
え

新
た
な
需
要
開
拓
狙
う

千
葉
県
官
公
需
適
格
組
合
受
注
促
進
協
議
会
　
会
長
　
中
嶋　

敏
夫 

　
千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
の
大

き
な
節
目
を
迎
え
た
こ
と
に
、
心

か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
千
葉
県
の
誕
生
は
明
治
６
年
。

大
正
、
昭
和
、
平
成
、
そ
し
て
令

和
と
時
代
は
変
わ
り
１
５
０
年
、

千
葉
県
は
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
、
農
業
・
水
産
業
を
は
じ

め
、
工
業
、
観
光
等
、
全
国
で
も

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
産
業
県
と
し

て
発
展
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
豊

か
な
千
葉
県
を
築
い
て
き
た
先
人

た
ち
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
当
協
会
は
、
昭
和
41
年
12
月
６

日
に
千
葉
県
消
防
設
備
士
会
と
し

て
発
足
以
来
56
年
、
こ
の
間
、
昭

和
53
年
に
は
自
治
省
の
指
導
に
よ

り
、
全
国
統
一
事
業
団
体
と
し
て

千
葉
県
消
防
設
備
安
全
協
会
に
改

称
し
ま
し
た
。

　
平
成
９
年
に
は
、
社
団
法
人
千

葉
県
消
防
設
備
保
守
協
会
と
の
合

併
に
よ
り
、
社
団
法
人
千
葉
県
消

防
設
備
協
会
に
名
称
変
更
を
行

い
、
平
成
25
年
４
月
１
日
に
一
般

社
団
法
人
に
移
行
し
て
お
り
ま

す
。

　
当
協
会
は
、
平
成
９
年
の
合
併

時
か
ら
「
消
防
防
災
用
設
備
機
器

等
の
普
及
、
防
火
防
災
思
想
の
普

及
、
消
防
防
災
業
務
に
携
わ
る
者

の
育
成
・
資
質
の
向
上
を
図
り
、

火
災
そ
の
他
の
災
害
を
防
止
し
、

社
会
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与

す
る
」
と
い
う
目
的
の
も
と
、
消

防
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
を

得
て
各
種
の
事
業
を
展
開
し
て
お

り
ま
し
た
。

　
地
域
の
防
火
防
災
意
識
を
更
に

醸
成
す
る
た
め
、
火
災
予
防
啓
発

事
業
対
象
を
拡
大
し
、
消
防
機
関

の
行
う
啓
発
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力

体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
消

防
ホ
ー
ス
の
洗
浄
を
効
率
的
に
行

う
ホ
ー
ス
洗
浄
機
の
消
防
機
関
へ

の
贈
呈
や
、
初
期
消
火
協
力
者
に

対
し
て
使
用
し
た
消
火
器
を
補
填

す
る
な
ど
、
独
自
の
協
力
・
支
援

事
業
を
新
設
展
開
し
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
当
協
会
会
員
の
生
業
で

あ
り
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全

な
社
会
生
活
を
支
え
て
い
る
と
自

負
し
ま
す
「
消
防
設
備
等
点
検
制

度
」
に
つ
い
て
も
、
強
力
に
こ
の

制
度
の
周
知
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。

　
消
防
用
設
備
の
維
持
管
理
を
徹

底
す
る
た
め
、
講
習
等
を
充
実
さ

せ
な
が
ら
、
責
任
あ
る
消
防
設
備

専
門
業
者
と
し
て
、
点
検
技
術
力

・
工
事
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
倫

理
意
識
の
改
革
・
向
上
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。

　
当
協
会
は
、
今
後
も
国
、
県
を

は
じ
め
各
消
防
機
関
、
地
域
の
防

火
・
防
災
団
体
等
と
連
携
・
協
力

し
、
豊
か
な
千
葉
県
を
次
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
防
火
防
災
意
識
の

一
層
の
定
着
化
や
自
主
的
な
防
火

防
災
の
取
り
組
み
を
拡
げ
、
災
害

が
少
し
で
も
減
少
す
る
よ
う
、
安

心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献

す
る
法
人
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
参
り
ま
す
。

防
火
防
災
意
識
を
醸
成

独
自
の
取
り
組
み
展
開

　
（
一
社
）千
葉
県
消
防
設
備
協
会
　
会
長
　
竹
森　

久
男

　
こ
の
度
の
千
葉
県
政
誕
生
１
５

０
周
年
記
念
に
あ
た
り
謹
ん
で
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
県
政
に
関
係
さ
れ
た
多
く

の
方
々
の
ご
尽
力
に
敬
服
す
る
と

と
も
に
、
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ひ
と
え
に
１
５
０
年
と
い
う
長

い
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
幕
末
の

動
乱
か
ら
開
け
て
明
治
初
頭
に
入

り
廃
藩
置
県
の
も
と
、
全
国
各
地

が
変
革
の
波
に
の
み
込
ま
れ
躍
動

の
時
代
を
経
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
千
葉
県
は
、
初
期
の

県
名
か
ら
幾
度
の
変
更
と
な
り
、

最
終
的
に
明
治
６
年
に
誕
生
し
た

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
千
葉
県
は
三
方
を
海
に
囲
ま

れ
、
海
洋
資
源
と
内
陸
の
農
産
資

源
が
う
ま
く
融
合
し
た
豊
か
な
土

地
に
恵
ま
れ
た
半
島
と
し
て
、
経

済
産
業
両
面
の
中
心
的
役
割
を
担

っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
は
、
新
都
市
三
角
構
想
に

基
づ
き
、
日
本
の
未
来
に
向
け
た

成
田
国
際
空
港
の
更
な
る
発
展
の

た
め
、
第
３
滑
走
路
と
第
３
タ
ー

ミ
ナ
ル
建
設
促
進
や
、
幕
張
新
都

心
計
画
に
基
づ
く
あ
ら
た
な
新
都

心
の
拡
充
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
は
、
首
都
圏
近
隣
都
市

と
の
連
携
強
化
を
図
る
な
ど
、
日

本
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
地
方
都
市
と

し
て
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
私
ど
も
千
葉
県
消
防
設
備
協
同

組
合
は
、
県
政
と
か
か
わ
り
の
あ

る
防
災
関
連
の
事
業
を
担
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
組
合
も
今
年
で
設

立
50
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
、
組
合
事
業
の
運

営
に
は
、
県
政
は
も
と
よ
り
他
団

体
等
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
成

長
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
、大
い
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
過
去
の
大
き
な
地
震
体
験
を
幾

度
も
経
験
し
た
そ
の
記
憶
と
、
日

々
積
み
重
ね
た
対
応
技
術
を
忘
れ

ず
に
防
災
点
検
の
確
立
を
目
指
し

て
、
防
災
全
般
の
被
害
軽
減
防
止

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
組
合
員
一
同
、
千
葉

県
民
お
一
人
お
ひ
と
り
の
安
全
と

安
心
を
心
か
ら
願
い
、
さ
ら
に
は

防
災
担
当
者
と
し
て
、
今
後
も
千

葉
県
政
と
と
も
に
歩
む
こ
と
を
お

誓
い
い
た
し
ま
す
。

組
合
設
立
か
ら
50
周
年

被
害
軽
減
に
向
け
邁
進

　
千
葉
県
消
防
設
備
協
同
組
合
　
理
事
長
　
小
寺　

眞
澄 

　
千
葉
県
の
誕
生
１
５
０
周
年
に

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
協
会
も
「
千
葉
県
誕
生
１
５

０
周
年
記
念
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
」

の
登
録
（
第
31
号
）
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
来
年
６
月
ま
で
の
期

間
、
４
月
20
日
に
実
施
し
た
「
ち

ば
測
協
第
11
回
県
民
講
座
」
、
６

月
10
日
に
香
取
市
で
実
施
す
る

「
第
35
回
ち
ば
地
図
展
」
、
秋
に

実
施
す
る
予
定
の
「
小
学
校
測
量

体
験
学
習
等
の
事
業
」
等
を
、
協

賛
事
業
と
し
て
展
開
し
て
ま
い
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
第
11
回
県
民
講
座
「
千
葉
の
歴

史
（
こ
れ
ま
で
）
、
み
ん
な
の
未

来
（
こ
れ
か
ら
）
」
に
ご
登
壇
い

た
だ
い
た
日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
代

表
理
事
の
竹
村
公
太
郎
先
生
に
よ

る
と
、
千
葉
県
の
発
展
に
は
、
徳

川
家
康
の
「
ど
う
す
る
」
が
大
き

く
関
わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

　
そ
れ
は
、
江
戸
に
幕
府
を
開
く

前
の
１
５
９
０
年
頃
か
ら
始
ま
っ

た
利
根
川
東
遷
事
業
で
す
。
背
後

に
は
関
東
の
山
々
の
大
量
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
持
ち
な
が
ら
、
幾
多
の

河
川
が
集
中
す
る
湿
地
だ
ら
け
の

江
戸
を
「
ど
う
す
る
」
と
考
え
た

家
康
は
、
江
戸
湾
に
流
れ
て
い
た

利
根
川
を
、
関
宿
の
北
の
大
地
を

削
り
、
銚
子
へ
と
向
け
る
一
大
河

川
改
修
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
が
最
終
的
に
完
成
し

た
の
は
、
千
葉
県
誕
生
の
５
年
後

の
１
９
２
８
年
と
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
約
３
３
０
年
の
歳
月
を
要

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
東
遷
さ
れ
た
利

根
川
か
ら
両
総
用
水
（
１
９
４
３

年
着
工
）
、
房
総
導
水
路
（
１
９

７
１
年
着
工
）
を
経
て
、
約
１
０

０
㎞
先
の
大
多
喜
ま
で
水
を
運
ぶ

こ
と
で
、
河
川
が
な
か
っ
た
房
総

半
島
を
耕
作
可
能
な
豊
か
な
土
地

に
し
、
さ
ら
に
は
そ
の
後
、
生
活

用
水
や
工
業
用
水
と
し
て
も
利
用

す
る
こ
と
で
、
今
の
千
葉
県
の
発

展
を
も
た
ら
し
た
、
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　
当
協
会
は
、
昭
和
52
年
２
月
に

社
団
法
人
と
し
て
設
立
、
県
民
へ

の
測
量
設
計
に
関
す
る
知
識
の
普

及
を
図
る
と
と
も
に
、
測
量
設
計

業
の
健
全
な
る
発
展
と
そ
の
成
果

を
高
め
る
活
動
を
継
続
し
、
令
和

４
年
度
に
は
45
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　
千
葉
県
の
１
５
０
年
か
ら
比
べ

る
と
約
３
分
の
１
の
期
間
で
す

が
、
そ
れ
よ
り
以
前
、
江
戸
開
府

の
前
か
ら
今
日
ま
で
、
測
量
の
技

術
や
技
術
者
が
千
葉
県
の
発
展

に
、
地
道
に
、
そ
れ
で
も
大
き
く

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
測
量
の
技
術
は
大
き
く

発
展
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
就
業

者
の
高
齢
化
や
担
い
手
の
確
保
、

知
識
・
技
術
の
承
継
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ

ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
、
Ｄ
Ｘ
等

へ
の
対
応
に
よ
り
、
生
産
性
の
向

上
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
当
協
会
は
、
平
成
25
年
４
月
に

は
公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
、
以

降
、
よ
り
一
層
公
益
事
業
の
充
実

に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
時
代
や

技
術
が
変
わ
っ
て
も
、
千
葉
県
と

と
も
に
、
県
民
の
皆
様
の
安
全
安

心
と
経
済
的
な
発
展
を
支
え
る
防

災
や
社
会
資
本
整
備
の
着
実
な
推

進
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
千
葉
県
で
は
、
今
後
１
年
間
の

記
念
事
業
を
「
１
５
０
年
を
振
り

返
る
だ
け
で
は
な
く
、
続
い
て
い

く
希
望
に
満
ち
た
未
来
を
考
え
る

契
機
に
す
る
も
の
」
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　
測
量
設
計
業
の
視
点
か
ら
、
振

り
返
り
と
未
来
を
考
え
る
こ
と

で
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

測
量
設
計
業
の
視
点
で

振
り
返
り
と
未
来
考
察

　
（
公
社
）千
葉
県
測
量
設
計
業
協
会
　
会
長
　
古
里　

弘
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「千葉県誕生150周年」に寄せて

　
明
治
６
年
に
誕
生
し
た
千
葉
県

の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
明
治
維

新
か
ら
の
積
み
重
な
っ
た
レ
ガ
シ

ー
を
感
じ
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
私
達
の
職
種
で
あ
る

設
備
設
計
が
、
ど
の
様
な
歴
史
で

現
在
に
至
っ
て
い
る
の
か
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、
日
本
に
お
け
る
設
備
設

計
の
歴
史
を
紐
解
き
、
ど
の
様
に

社
会
に
定
着
し
て
き
た
の
か
を
調

べ
ま
す
と
、
そ
の
歴
史
は
１
９
１

４
年
（
大
正
３
年
）
、
ド
イ
ツ
人

で
あ
る
暖
房
工
事
の
技
師
、
ア
ウ

グ
ス
ト
・
ペ
ー
タ
ー
・
テ
ー
テ
ン

ス
氏
が
招
聘
さ
れ
来
日
し
た
の

が
、
日
本
に
お
け
る
最
古
の
設
備

設
計
会
社
の
資
料
よ
り
読
み
取
れ

ま
す
。

　
こ
の
時
代
の
暖
房
と
言
え
ば
、

石
炭
焚
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
蒸
気
暖

房
、
温
水
暖
房
が
主
で
、
放
熱
器

で
あ
る
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
1
台
ご
と

に
オ
リ
フ
ィ
ス
（
流
量
を
調
整
す

る
装
置
）
を
設
置
す
る
等
の
工
夫

で
、
配
管
の
摩
擦
損
失
計
算
、
シ

ス
テ
ム
の
計
画
を
す
る
等
の
事

が
、
工
事
会
社
側
で
行
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
様
な
時
代
を
積
み
重
ね
、

そ
の
後
１
９
３
０
年
代
に
入
る

と
、
空
調
の
原
点
で
あ
る
冷
房
シ

ス
テ
ム
、
産
業
向
け
の
冷
凍
技
術

が
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
入
っ
て

き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
戦
前
・
戦
後
は
、
電

気
・
暖
房
・
給
排
水
が
主
で
、
冷

房
は
一
部
の
施
設
に
し
か
設
け
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
事
と
思
い
ま

す
。

　
建
築
設
備
と
い
う
分
野
が
確
立

し
て
き
た
の
が
昭
和
20
年
代
の
後

半
の
頃
か
ら
で
あ
り
、
昭
和
30
年

代
に
入
る
と
設
備
設
計
が
確
立
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
や
が
て
、
設
備
設
計
事
務
所
が

日
本
の
各
地
に
存
在
す
る
様
に
な

り
、
千
葉
県
設
備
設
計
事
務
所
協

会
の
前
身
で
あ
る
千
葉
県
設
備
設

計
家
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は

昭
和
50
年
で
す
。

　
そ
の
後
、
現
在
の
千
葉
県
設
備

設
計
事
務
所
協
会
が
正
式
に
設
立

さ
れ
た
の
は
、
昭
和
59
年
で
あ
り

ま
す
。

　
現
在
は
、
一
般
社
団
法
人
の
組

織
と
し
て
運
営
を
し
て
い
ま
す

が
、
私
達
の
役
目
で
あ
る
「
千
葉

県
内
の
公
共
施
設
を
含
む
建
築
を

通
じ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」

は
今
現
在
、
「
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
役
割
」
に
変
化
を
遂
げ

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
２
０
３
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
中
間
目
標
の
達
成
、
２
０

５
０
年
に
は
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
ゼ

ロ
に
抑
え
る
べ
く
、
我
々
に
課
せ

ら
れ
た
課
題
は
大
変
な
重
責
で
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
千
葉
県
１
５

０
年
の
歴
史
と
同
じ
よ
う
に
、
日

本
に
お
け
る
建
築
設
備
設
計
１
２

０
年
、
建
築
設
備
の
変
遷
を
考
え

れ
ば
、
私
達
の
責
務
は
、
次
の
時

代
に
よ
り
良
い
地
球
環
境
を
渡
す

こ
と
以
外
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。

　
千
葉
県
の
レ
ガ
シ
ー
に
、
設
備

設
計
協
会
も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
葉
県
の
レ
ガ
シ
ー
に

設
備
設
計
が
一
翼
担
う

　（
一
社
）千
葉
県
建
築
設
備
設
計
事
務
所
協
会
　
会
長
　
梶
原　

等

　
千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
、
ま

こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
１
５
０
年 

前
の
明
治
６
年
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の

出
来
事
が
起
き
た
、
ま
さ
に
激
動

の
時
代
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
代

の
波
に
も
ま
れ
つ
つ
、
幾
多
の
災

害
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
復
興

と
発
展
を
成
し
遂
げ
て
き
た
千
葉

県
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
こ
う
し

た
県
土
発
展
の
陰
に
は
、
多
く
の

先
達
の
知
恵
や
ご
尽
力
が
あ
っ
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、
改
め

て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
「
一
般
社
団
法

人
千
葉
県
地
質
調
査
業
協
会
」

は
、
千
葉
県
の
事
業
に
対
し
て
、

主
に
地
質
調
査
を
通
じ
て
お
力
に

な
れ
る
よ
う
、
地
元
千
葉
県
に
根

ざ
し
た
専
門
会
社
が
集
ま
り
、
45

年
前
の
１
９
７
８
年
５
月
に
設
立

さ
れ
た
協
会
で
あ
り
ま
す
。

　
設
立
の
目
的
は
「
成
果
を
高

め
、
県
民
へ
の
地
質
調
査
に
関
す

る
知
識
の
普
及
及
び
啓
蒙
に
貢
献

す
る
こ
と
」
に
あ
り
ま
す
。
２
０

０
８
年
に
は
千
葉
県
と
災
害
協
定

を
締
結
し
て
、
11
年
の
一
般
社
団

法
人
発
足
を
経
て
、
現
在
21
社
で

構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
協
会
が
設
立
45
周
年
を

迎
え
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
千

葉
県
の
関
係
者
は
じ
め
、
皆
様
方

に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
僭
越
な
が
ら
今
後
１
０
０
年
を

見
据
え
ま
す
と
、
世
界
で
は
、
ひ

と
と
き
も
目
を
離
せ
な
い
社
会
情

勢
の
変
化
が
続
く
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
大
規
模
な
災

害
か
ら
い
か
に
し
て
人
々
の
く
ら

し
を
守
る
か
、
現
在
ま
で
繁
栄
と

共
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
環
境

面
で
の
負
の
遺
産
へ
の
対
応
と
い

っ
た
課
題
は
、
い
わ
ば
普
遍
的
な

テ
ー
マ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
乗
り

越
え
た
先
に
、
我
々
の
目
指
す
活

き
活
き
と
し
た
く
ら
し
や
自
然
と

共
存
し
た
未
来
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち

は
安
心
安
全
な
社
会
構
築
の
た
め

「
災
害
に
強
い
県
土
整
備
」
「
県

土
の
均
衡
あ
る
発
展
」
を
強
く
願

う
協
会
で
あ
り
、
県
土
整
備
に
必

要
な
地
質
調
査
を
担
う
こ
と
に
よ

り
、
千
葉
県
の
輝
か
し
い
未
来
に

必
ず
や
お
役
に
立
て
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
技
術
研
鑽
に
努

め
、
魅
力
あ
る
職
場
作
り
や
若
い

世
代
へ
の
技
術
継
承
に
も
励
ん
で

参
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

普
遍
的
テ
ー
マ
の
先
に

自
然
と
共
存
し
た
未
来

　
（
一
社
）千
葉
県
地
質
調
査
業
協
会
　
会
長
　
田
野　

秀
夫 

　
明
治
６
年
６
月
15
日
に
当
時
の

木
更
津
県
、
印
旛
県
が
合
併
し
て

千
葉
県
が
誕
生
し
て
か
ら
、
本
年

で
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
り
、
本

県
は
農
林
水
産
業
か
ら
製
造
業
、

卸
小
売
業
、
そ
し
て
サ
ー
ビ
ス
業

ま
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
全
国

有
数
の
産
業
県
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
首
都
圏
に
あ
り
な
が

ら
、
豊
か
な
自
然
や
多
彩
な
文
化

資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
次
の
世

代
に
素
晴
ら
し
い
未
来
を
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
が
出
来
る
可
能
性

に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

　
私
ど
も
千
葉
県
測
量
設
計
補
償

協
同
組
合
は
、
県
道
の
道
路
台
帳

整
備
や
地
籍
調
査
事
業
（
公
共
事

業
の
用
地
買
収
や
土
砂
災
害
後
の

復
旧
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
）
等
を
通
し
て
、
本
県
の
社

会
資
本
整
備
の
一
翼
を
担
う
団
体

と
し
て
、
そ
の
役
割
に
努
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
将
来
に
向
け
た
大
き
な
課

題
と
し
て
、
国
土
強
靭
化
へ
の
取

り
組
み
と
、
何
時
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
大
規
模
自
然
災
害
へ

の
備
え
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
国
土
造
り
は
、
特

に
高
度
成
長
期
が
大
規
模
災
害
の

空
白
期
間
（
平
成
７
年
の
阪
神
淡

路
大
震
災
以
前
に
１
０
０
０
人
以

上
の
死
者
を
出
し
た
災
害
は
、
昭

和
34
年
の
伊
勢
湾
台
風
が
最
後
）

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
需
要
の

爆
発
に
対
応
す
る
こ
と
が
最
優
先

さ
れ
た
結
果
、
「
災
害
へ
の
備

え
」
が
希
薄
に
な
っ
て
い
た
こ
と

が
否
め
ま
せ
ん
。

　
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
（
死
者
・
行
方
不
明
者
２

万
数
千
人
余
）
を
始
め
、
近
年
頻

発
す
る
大
規
模
風
水
害
や
大
地
震

に
対
し
て
、
「
色
々
な
災
害
が
我

々
を
襲
う
の
だ
か
ら
、
そ
の
備
え

を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
認
識
と
、
そ
の
実
践

が
必
須
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
踏
ま
え

て
、
今
後
更
に
進
展
す
る
少
子
高

齢
化
社
会
・
高
度
情
報
化
社
会
に

対
応
し
た
多
軸
型
国
土
構
造
と
、

多
様
な
主
体
の
連
携
す
る
社
会
が

実
現
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
県

民
が
豊
か
さ
と
幸
せ
を
実
感
出
来

る
県
」
と
し
て
、
大
い
な
る
発
展

を
遂
げ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

可
能
性
あ
ふ
れ
る
本
県

社
会
資
本
整
備
に
責
務

　
千
葉
県
測
量
設
計
補
償
協
同
組
合
　
理
事
長
　
石
塚　

修

　
千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
を
迎

え
ら
れ
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
「
県
誕
生
か
ら
１
５
０

年
を
振
り
返
り
、
続
い
て
い
く
未

来
（
１
０
０
年
後
）
に
思
い
を
馳

せ
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
様
々
な

分
野
で
記
念
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
当
組
合
は
、
建
設
業
を
生
業
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
生
活

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
イ
ン
フ

ラ
整
備
事
業
の
強
化
に
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　
千
葉
県
の
上
水
道
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
状
況
は
、
令
和
２
年
度
末
で

上
水
道
普
及
率
95
・
５
％
と
全
国

的
に
は
高
水
準
で
あ
り
ま
す
が
、

基
幹
管
路
の
耐
震
化
率
が
53
・
５

％
と
低
い
水
準
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
当
組
合
で
は
、
継
続
的
に
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
（
上
水
道
）
の
強
靭

化
、
被
災
時
の
応
急
復
旧
活
動
、

応
急
給
水
活
動
等
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
安
心
、
安
全
、
安
定
し

た
上
水
道
供
給
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
過
去
に
、
東
日
本
大
震
災
、
台

風
被
害
に
よ
り
長
期
の
断
水
を
経

験
し
た
こ
と
か
ら
、
担
当
地
区
の

水
道
局
（
山
武
郡
市
広
域
水
道
企

業
団
）
、
一
般
社
団
法
人
千
葉
県

イ
ン
フ
ラ
整
備
協
会
と
連
携
し
、

応
急
復
旧
工
事
、
さ
ら
に
は
非
常

用
飲
料
水
（
５
０
０
㎖
）
、
応
急

給
水
用
タ
ン
ク
を
備
蓄
し
、
災
害

に
強
い
社
会
資
本
の
整
備
と
総
合

的
な
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
世
代
に
素
晴
ら
し
い
未
来

を
残
し
て
い
け
る
よ
う
、
先
人
の

努
力
に
思
い
を
馳
せ
る
と
と
も

に
、
こ
の
先
１
０
０
年
後
も
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
指
定
事
業
者

の
団
体
と
し
て
、
お
互
い
協
力
し

合
っ
て
、
お
客
様
が
安
心
・
安
全

な
上
水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
千
葉
県

を
は
じ
め
と
し
、
会
員
の
皆
様
・

上
水
道
業
界
・
関
係
団
体
の
皆
様

に
は
、
組
合
活
動
に
ご
支
援
ご
高

配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
繁
栄
・

ご
健
康
・
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上

げ
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

輝
け
る
未
来
残
す
た
め

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る

　
山
武
管
工
事
業
協
同
組
合
　
理
事
長
　
井
出
野　

雄
二
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成宗電車第二トンネルの外観

稼働中の栗山高架水槽

柳原親水広場にある柳原水閘

未来へ紡がれる構造物
　
県
内
に
は
、
土
木
学
会
が
選
奨
す

る
土
木
遺
産
が
14
件
あ
る
。
土
木
遺

産
と
は
「
歴
史
的
土
木
構
造
物
の
保

存
に
資
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
た

も
の
で
、
２
０
０
０
年
度
に
認
定
を

開
始
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
千
葉
高

架
水
槽
や
栗
山
高
架
水
槽
と
い
っ
た

稼
働
中
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
柳
原
水

閘
な
ど
す
で
に
役
目
を
終
え
た
も

の
、
成
宗
電
車
第
一
・
第
二
ト
ン
ネ

ル
の
よ
う
に
別
の
用
途
で
使
用
さ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺

産
は
、
先
人
た
ち
の
知
恵
が
集
結
し

て
造
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
技
術
や
社

会
的
な
価
値
か
ら
、
多
く
の
学
び
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。

県
内
14
件 

土
木
遺
産

先
人
の
知
恵 
集
結

　
松
戸
市
の
西
側
、
江
戸
川
と

境
川
の
合
流
地
点
に
、
２
０
０

４
年
に
認
定
さ
れ
た
柳
原
水
閘

が
あ
る
。
排
水
が
悪
く
、
毎
年

の
よ
う
に
水
害
が
発
生
し
た
坂

川
の
治
水
を
目
的
に
建
設
さ
れ

た
樋
門
。
れ
ん
が
造
り
の
水
門

が
現
存
す
る
ケ
ー
ス
は
珍
し

く
、
ま
た
４
連
ア
ー
チ
が
良
好

な
保
存
状
態
で
あ
る
点
が
評
価

さ
れ
、
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
。
経
済
産
業
省
が
認
定
す
る

近
代
化
産
業
遺
産
や
松
戸
市
指

定
有
形
文
化
財
に
も
登
録
さ
れ

て
い
る
。

　
１
９
０
３
年
、
流
域
の
４
村

（
明
村
、
馬
橋
村
、
小
金
町
、

流
山
村
）
で
組
織
さ
れ
た
「
坂

川
普
通
水
利
組
合
」
に
よ
り
建

設
に
着
手
し
、
04
年
３
月
に
完

成
し
た
。
94
年
３
月
の
国
分
川

分
水
路
の
ト
ン
ネ
ル
の
通
水
に

よ
り
役
割
を
終
え
た
が
、
治
水

の
歴
史
を
将
来
へ
紡
ぐ
上
で
重

要
な
施
設
と
し
て
保
管
さ
れ
て

い
る
。

　
通
水
部
の
形
状
は
、
野
積
み

で
組
ま
れ
た
れ
ん
が
造
り
の
欠

円
ア
ー
チ
。
ま
た
、
上
流
（
呑

口
）
側
正
面
の
ア
ー
チ
部
は
、

互
い
に
大
き
さ
の
異
な
る
石
材

を
用
い
た
切
石
積
み
で
、
特
徴

的
な
意
匠
と
な
っ
て
い
る
。

　
周
辺
一
帯
は
柳
原
親
水
広
場

と
い
う
名
称
の
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
る
。
柳
原
水
閘

は
、
市
民
の
い
こ
い
の
場
の
中

で
、
そ
の
勤
め
を
終
え
、
静
か

に
鎮
座
し
て
い
る
。

設
計
者
は
井
上
二
郎

住
宅
も
歴
史
的
価
値

　
設
計
は
、
井
上
二
郎
が
担
っ

た
。
鬼
怒
川
水
力
電
気
事
業
、

京
浜
運
河
の
工
事
、
手
賀
沼
開

墾
な
ど
に
携
わ
っ
た
人
物
で
、

柳
原
水
閘
の
設
計
は
、
栃
木
県

技
師
時
代
に
行
っ
た
。
水
閘
に

使
わ
れ
て
い
る
、
表
面
が
コ
ー

ヒ
ー
色
を
し
た
「
横
黒
・
花

黒
」
と
呼
ば
れ
る
れ
ん
が
は
、

井
上
二
郎
の
叔
父
に
あ
た
る
寺

田
勘
兵
衛
が
経
営
す
る
工
場
が

供
給
し
た
。

　
井
上
二
郎
が
第
12
代
名
主
を

務
め
た
家
が
、
我
孫
子
市
内
に

保
管
さ
れ
て
い
る
。
幕
末
の
１

８
６
０
年
建
築
の
母
屋
ほ
か
９

棟
で
構
成
さ
れ
、
２
０
１
２
年

に
我
孫
子
市
の
文
化
財
建
造
物

に
指
定
さ
れ
た
。
23
年
に
、
母

屋
樋
お
よ
び
屋
根
補
修
工
事
と

ト
イ
レ
設
置
工
事
設
計
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

　
成
田
市
上
町
地
先
に
は
、
２

０
１
４
年
度
に
土
木
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
成
宗
電
車
第
一
ト
ン

ネ
ル
と
第
二
ト
ン
ネ
ル
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
市
道
新
葉
石
門

前
線
に
連
な
っ
て
所
在
し
て
お

り
、
成
田
山
側
が
第
一
ト
ン
ネ

ル
で
、
市
役
所
側
が
第
二
ト
ン

ネ
ル
。
成
田
山
の
参
拝
客
を
対

象
に
、
県
内
で
初
め
て
開
通
し

た
「
成
宗
電
車
」
の
工
作
物
と

し
て
築
造
さ
れ
た
。
「
形
態
的

に
ほ
ぼ
同
一
な
２
つ
の
ト
ン
ネ

ル
が
連
続
し
て
い
る
姿
は
輝
き

が
あ
り
貴
重
」
と
さ
れ
た
。

　
成
宗
電
車
は
、
成
田
山
新
勝

寺
か
ら
宗
吾
霊
堂
約
５
・
３
㎞

を
結
ぶ
、
成
田
山
の
参
拝
客
を

対
象
と
し
た
電
気
鉄
道
。
１
９

１
０
年
に
一
部
開
通
し
、
44
年

の
廃
止
ま
で
多
く
の
人
々
を
乗

せ
た
。
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
た
場

所
の
多
く
は
市
道
に
転
用
さ
れ

る
な
ど
、
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に

そ
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。

　
両
ト
ン
ネ
ル
の
構
造
は
、
い

ず
れ
も
覆
工
（
れ
ん
が
造
り
）

で
、
高
さ
４
・
７
ｍ
、
幅
員
７

・
３
ｍ
、
10
年
度
の
完
成
。

　
延
長
は
、
第
一
ト
ン
ネ
ル
40

・
８
ｍ
、第
二
ト
ン
ネ
ル
12
ｍ
。

　
２
０
２
４
年
度
以
降
に
保
全

・
維
持
を
目
的
と
し
た
補
修
工

事
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
協
和

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
が
９
月
30
日

ま
で
設
計
業
務
を
担
当
し
て
い

る
。

〔▶名称＝①所在地②選奨年③概要〕
　▶千葉県水道局千葉高架水槽＝①千葉
市②2003年度③県が水道事務所を開いた
直後に建設された多角形（正12角形）の
配水棟で、屋根が円すい、踊り場がコー
ニス風に突出したデザイン
　▶柳原水閘＝①松戸市②04年度③明治
期に造られた樋門で、４連アーチの大規
模なれんが造りは美しく、貴重な構造物
　▶めがね橋＝①南房総市②05年度③三
連の石積み上路アーチ橋は関東ではこの
橋のみで、完成当時の規模・形式が良好
に維持・保存されている
　▶千葉県水道局栗山配水塔＝①松戸市
②06年度③県水道創設時から稼働してい
る円筒形高架水槽で、ドーム状塔屋、頭
部に４本柱の換気口があり、地域の歴史
的景観を成す
　▶利根運河＝①流山市、柏市、野田市
②06年度③地形に沿って建設されてお
り、当初の形態・線形が残っている歴史
的に貴重な運河
　▶堀江水準標石＝①浦安市②07年度③
オランダ技師リンドが1872年に設置した
近代日本の最初の水準測量の標石のひと
つで、Ｙ．Ｐ．（江戸川工事用基準面）の
原点
　▶汐止橋＝①鋸南町②2009年度③地元
の保田石を使用した石積み上路アーチ橋
で、各切石がアーチに向かい斜めに積ま
れている
　▶千葉分場１号配水池＝①千葉市②10
年度③県営水道創設当時から市内の配水
を担う貴重な施設で、構造は珍しいRC
製の梁・柱式円形配水池
　▶山生橋りょう＝①鴨川市②12年度③
鉄道橋では日本初のRC製のＴ型梁形式
で、形式もアーチから桁・梁構造へと進
化する記念碑的な意義を持つ
　▶成宗電車第一・第二トンネル＝①成
田市②14年度③1910年に建設されたれん
が造りの鉄道トンネルで、形態的にほぼ
同一な２つのトンネルが連続している姿
は趣がある
　▶飯沼水準原標石＝①銚子市②2015年
度③オランダ人技師リンドが設置した日
本初の水準原標石で、近代測量の出発点
となる重要な記念碑
　▶小山樋門＝①松戸市②16年度③1898
年に建設された３連アーチの煉瓦造水門
で、県内で現存するれんが造りの水門の
中で最も古い
　▶榎戸新田橋りょう＝①八街市②2016
年度③明治期に始まった新開地の鉄道の
開設に伴い建設されたれんが造りアーチ
橋で、地域開発の記念碑
　▶村田川橋りょう＝①千葉市、市原市
②18年度③1918年にアメリカから輸入し
架設された国鉄東海道本線の大井川橋り
ょうから、63年に転用し再架設

県内 土木遺産一覧

鉄
道
か
ら
市
道
に
転
用

成宗電車第一・第二トンネル

柳原水閘れ
ん
が
造
り
の
樋
門
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